
平常時の活動
〇防災知識の普及・啓発
〇地域の災害危険箇所の把握
〇防災訓練
〇防災資機材等の整備
〇避難行動要支援者対策

（個別避難計画）など

倉敷市防災危機管理室防災推進課
TEL 086-426-3131
FAX 086-421-2500
E-mail dapvt@city.kurashiki.okayama.jp

地域に出向いての防災講座を随時受け付け
ております。少人数でも対応可能ですので、
気軽にお問い合わせください。

細くともコツコツ続けることが一番の減災活動です

●どんなに素晴らしい活動も、一部の役員だけで抱えむと⾧続きできません。
役割は小さくともそれぞれができることを担い、みんなで支え合いましょう！

●お仕事をされている方や家事育児で多忙な方でも参画できるよう、完璧を目
指すのではなく、できることからコツコツはじめましょう！

一緒に地域を守りませんか？
自主防災組織で

自主防災組織ってなに？
大規模な災害が起こりそうな時や災害が発生した時に、お互いに助け合うため
日頃から町内や地域で防災活動に取り組む組織 これが自主防災組織です。

なぜ必要なの？
阪神・淡路大震災では、瓦れきの下から 救出された人のうち約８割が家族や近
所の住民によって 救出されたという報告があります。
平成３０年７月豪雨災害でも、町内の人の声掛けにより避難された方が多数お
られました。普段からの地域社会とのつながり、結びつきが重要であると再確
認されました。
「自らの安全は自ら守る」という自助。それと同じように「自分たちの地域は
自分たちで守る」という共助 が重要です。

どんな活動をするの？
災害発生時の活動
〇情報収集や避難の声掛け
〇避難誘導、避難支援
〇中⾧期化した際の避難所運営



Q1 自主防災組織を立ち上げるには、まず何をすれば良いですか？

①組織範囲の決定
まずは地域（近所）の協力者を集めることから始めましょう。町内会や自治会の
中に、防災班として自主防災組織を設けることが最も多い事例です。

②防災啓発の実施
市や防災士の出前講座等を利用し、住民の方に防災活動についての理解を得ま
しょう。

③名簿づくり
防災活動への機運が高まったら、活動に賛同していただける人について名簿を作
成し、リーダーを決めましょう。

④自主防災組織結成届出書の提出
市ホームページから印刷し、防災推進課へ提出してください。

お住まいの地域によって事情が異なるため、「○○でなければダメ」という決まり
はありません。また、活動例としては、次のようなものがあります。

〇連絡網の作成及び確認
災害時の避難の声かけや安否確認を前提とした連絡網を作成します。作成した
だけではなく年１回程度、実際に連絡網の確認を行うことも重要です。

〇防災まち歩き
災害時に危険だと思われる場所、物、逆に安全な場所や役に立つもの、人など
を、まちを歩きながら皆で見つけ、カメラや地図に記録します。

〇防災マップの作成
「防災まち歩き」で分かったことを地図にまとめ、皆で共有しましょう。危険
箇所などを地図上に記しておくと、災害時の避難ルートが一目で分かります。

〇地区防災計画の作成
「防災まち歩き」などで共有した内容を基に、自主防災組織としての避難計画

を作成します。具体的には、地域にはどのような危険があるのか、避難が必要
となるのはどんなときなのか、どこへ避難するか等を地域で話し合い定めます。

〇個別避難計画の作成
自分や家族のチカラだけでは避難ができない避難行動要支援者の方について、
いつ、どこへ、誰と一緒に避難するかあらかじめ定め、関係者で共有します。

〇訓練の実施
「連絡網」や「防災マップ」を活用して情報伝達や避難の訓練を行います。
実際に試すことで、地域の特性や課題が見えてきます。

組織結成時及び結成５年が経過した際に、世帯数に応じて防災資機材の提供を行い
ます。防災訓練などで必要であれば、白地図、土のう袋や非常食等の提供も相談に
応じます。また、避難訓練や防災マップ作成のお手伝いなども可能です。

自主防災組織 Q＆A

倉敷市 自主防災組織

Q2 自主防災組織の活動には、どのようなものがありますか？

Q3 自主防災組織を立ち上げたら、市から助成等はありますか？


